
 

２０２４年度 

第４７回東海北陸ブロックスキー技術選手権大会 
 
 

       会 期   令和６年２月９日（金）～ １１日（日） 

       会 場   岐阜県 朴の木平スキー場 

 
 
 
 

２０２４  

 
 
 
 
 

【主催】 (財)全日本スキー連盟 
         東海北陸ブロック評議員会 
    【主管】 岐阜県スキー連盟 
    【協力】 朴の木平スキー場 

ロッジえびす 



 

 

 

式  次  第 
 
 

開 会 式   
感染対策のため開会式は開催いたしません。 

 

 

 

 

閉 会 式  
感染対策のため開会式は開催いたしません。 

 
 
表 彰 式  
１． 成 績 発 表 ・ 表 彰 式 

男  子    １位～６位 

      女  子    １位～３位      

２．  講 評  

３．  庶 務 連 絡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



第47回 東海北陸ブロックスキー技術選手権大会 開催要項 

 

【主  催】 全日本スキー連盟東海北陸ブロック評議員会 
 
【主  管】 岐阜県スキー連盟 
 
【会  期】 令和６年２月９日(金) ～ １１日(日) 
 
【会  場】 ほおのき平スキー場 
 
【大会本部】 スキーセンター  TEL 0577-79-2244 
 
【本部宿舎】 ホテル焼岳  
 
【大会役員】 
 

大 会 長  山本 外勝 （東海北陸ブロック評議員会会長） 
 
大会委員長  大平 茂 （岐阜県スキー連盟会長） 
 
大会副委員長 平野 善之 （岐阜県スキー連盟副会長） 

札脇 正直 （岐阜県スキー連盟副会長） 
 水野 則男 （岐阜県スキー連盟教育本部長） 
 

大会委員   （全日本スキー連盟）東海北陸ブロック専門委員 
戸澤 隆幸  前田 淳志  稲垣 朋宏  雨塚 豊治 
小林  誠   渡辺 圭介  梶田 洋象   
 

【競技役員】 
技術代表   戸澤 隆幸 
競技委員長  平井 尚之 
競技係長   堤 史郎 
セクレタリー 長谷川 強 
 
審 判 長 （Ａ班）稲垣 朋宏（三重） （Ｂ班）小林 誠（富山） 
審 判 員  （Ａ班）雨塚 豊治（福井） 梶田 洋象（愛知） 斎藤 大介（石川） 
          熊崎 昭良（岐阜） 

（Ｂ班）前田 淳史（石川） 渡辺 圭介（静岡） 小野田 謙佑（愛知） 
大坪 義明（岐阜） 
 

コース係長  （Ａ班）平井 尚之   （Ｂ班）堤 史郎 
コース主任 （Ａ班）谷口 隆志  （Ｂ班）井戸 健登 
コース係  岐阜県連役員他 
記録係長  流 義浩 
記 録 係   （Ａ班）水野 則男、三島 保彦、垣根 伸一郎 

  （Ｂ班）上村 真司、山形 美香、花垣 博行 
   スタート審判（Ａ班）曽我 潤弥   （Ｂ班）二見 岳朗  

スタート係 （Ａ班）長井 章三郎 （Ｂ班）梅谷 昌男 
計 算 係  （Ａ班）流 義浩   （Ｂ班）長谷川 強 
 

【主管県連】 
総務主任   梅谷 昌男 
務係     長谷川 強  
総務（会計） 山形 美香、三島 保彦 
 

【協  力】    ほおのき平スキー場  ロッジえびす  
 
 
 



【大会日程】 
２月 9日(金) 13:30 役員集合（県、ブロック）         スキーセンター2F 

  15:00 選手受付（各県連毎）        スキーセンター2F 
  15:30 ＴＣミーティング（監督、コーチ１名）   スキーセンター2F 
 ２月１１日(土)  9:10 競技開始 

２月１２日(日)  9:10 競技開始 
 14:00 表彰式             スキーセンター2F 

【競技種目】 
２月１０日(土)  午前  
Aライン 中回り      急斜面（整地）      アルペン 
Bライン 小回り     急斜面（整地）      パウダー 

 
２月１０日(土)  午後 
Aライン フリー    急斜面（整地）       アルペン 
Bライン 大回り    急斜面（整地）          パウダー 

 
２月１１日(日)  午前 
小回り【リズム変化】  急斜面（整地）          パウダー 

 
※  中回りは、小回り用のスキーを使用すること（２本使用の場合、短い方の板を使用すること） 

 
【競技方法】 
１．全日本スキー技術選手権大会競技規則に準ずる。 
２．審判方法は５審３採用方式による公開表示とする。 
３．各選手、使用スキー板は２本までとする。 

 
【出場資格】 

１．ＳＡＪバッジテスト１級以上を有し、当該大会開催年度の４月１日時点で満 18 才以上の者。 ただし、
各予選会に出 場して予選通過し、加盟団体長が認めたものについては、この限りではない。 

２. ＳＡＪスキー補償制度、またはこれに準ずる傷害保険及び賠償保険に加入済みの者。 
 
【出場枠】 
各県連男子１５名以上、女子５名以上。 

 
【表 彰】 
１．男子総合成績６位までを表彰し、３位までメダルを授与する。 
２．女子総合成績３位までを表彰し、メダルを授与する。 

 
【その他】 
１．応急処置については現場にて応急手当のみ行い、その他の責任は負わない。 
２．競技種目および日程等については、天候や会場の事情により変更する場合がある。 
３．公式掲示はスキーセンター入口掲示板とする。 

【競技規則】 

１．使用する用具・用品は、ＳＡＪ公式用品委員会に認定されたもの以外は認めない。 

２．用具・用品に表示される商標及び社名は、ＳＡＪ規定によるもの以外は認めない。なお、 

上記規制範囲は、コールを受けるときからゴールまでとする。 

３．プレートは市販商品の正常な使用法に限る。改造もしくは複数商品を複合した使用法は認めない。 

４．出場する選手が本大会の予選種目から決勝種目まで使用できるスキーは計 2 台までとする。 

５．競技中は、ヘルメットを着用しなければならない。 

６．競技者は種目別スタート地点に集合し、スタート審判のコールを受け応答しなければならない。 

７．競技者は前者の出発後、直ちにスタート地点に立ち出発のための準備をしなければならない。 

８．競技者はスタート審判の出発合図によりただちにスタートしなければならない。 

９．ゴールは、競技斜面下方の両サイドに設けられた旗門を結ぶ線の通過をもって終了とする。 

10．競技中の転倒等により演技が中断した場合は、その場で体勢を整えて再スタートする。 

中断が長引く場合は審判長の指示に従う。 

11．やむを得ず途中棄権する場合は、その旨を係員に告げて速やかにコート外へ移動する。 

12．DS、DFの場合、当該種目の得点は０点となるが、次の種目からの出場権は維持される。 

13．競技斜面設営後のインスペクションは競技運営側の指示に従う。 



(プログラム用)

2月9日 2月10日 2月11日

（第1日目） （第2日目） （第3日目）

06：00

06：30

07：00 AM競技 コース設営 AM競技 コース設営

備品・器具確認 備品・器具確認

07：30 ホテル焼岳（本部宿舎）後発７時半出発 ホテル焼岳（本部宿舎）後発７時半出発

※後発：専門委員、審判員 ※後発：専門委員、審判員

08：00 8：00　リフト乗車 8：00　リフト乗車

8：30　インスペクション 8：30　インスペクション

8：50　コースクローズ 8：50　コースクローズ

08：50 9：00　選手点呼 9：00　選手点呼

09：00 9：10　競技開始 9：10　競技開始

※Aライン：アルペン ※パウダー

09：30 中回り(急斜面/整地) 小回り【リズム変化】(急斜面/整地）

※Bライン：パウダー

10：00 小回り(急斜面/整地） Ｂｉｂ回収（スキーセンター２F）

11：00 PM競技 コース設営

11：30

12：00

12：30　インスペクション （リザルト集計）

　 ＴＤサイン

12：50　コースクローズ 表彰式準備

12：50 13：00　選手点呼

13：30 13：10　競技開始

※Aライン：アルペン

フリー(急斜面/整地）

※Bライン：パウダー

14：00 大回り(急斜面/整地） 表彰式・講評（審判長）

（スキーセンター２F）

15：00

15：30 競技終了予定

(1日目リザルト集計）

16：00 ＴＤサイン（確認）

16：30

17：00 全体ミーティング （1日目結果掲示）

本部宿舎へ移動

17：30 全体ミーティング

18：00

18：30

19：00

ジュリー会議（スキーセンター２F）
受付準備（ＢＩｂ等）

選手受付
（スキーセンター2F）

1.TCミーティング
（監督・コーチ）
（朴の木平スキー場スキーセンター２F）
2.コース整備の説明
終了後本部宿舎へ移動

.TCミーティング（監督・コーチ）　16：30～
（スキー場スキーセンター２F）

役員集合
（朴の木平スキー場スキーセンター）
全体会議
審判員コース下見

第４7回東海北陸スキー技術選手権大会タイムスケジュール

コース設定、確認

 



決勝 （中回り整地）タイガー <マテリアル規制>
【ジャッジの観点】

・基本動作（ポジショニング,エッジング,荷重
・スムーズな切り替え動作
・ターン前半の捉えの早さ

【ターンサイズの目安】

・横幅 7m-9m

・事前にターン数の目安を発表

START

GOAL

12m-15m

演技開始位置

7m-9m

助走ゾーン




